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北海道歌登町上徳志別産デスモスチルスの第5
標本と北海道産デスモスチルスについて

木村方一＊

北海道枝幸郡歌登町でのデスモスチルス化石は，

1971年3月美幸線第二徳志別|､ンネルの工事現場

で発見されたのが最初である。それは， 1個体に

属する下顎と8個の臼歯である(秋山｡熊野， 1973)。

これと同時に，未萌出歯の2咬柱が発見されてい

る（秋山・熊野, 1973j小沢, 1974) 。前者の標

本は上徳志別第1標本，後者は上徳志別第2標本

と命名されている（木村・秋山・熊野， 1978） 。

1976年になってから，これらの発見の数日後に，

同現場よりさらに3個の臼歯が発見されていたこ

とが明らかとなった。そのうちの2臼歯について

は，右上顎大臼歯と左上顎大臼歯であり，いずれ

も咬粍が進んでおり，大きさ，形体も異なってい

る。それらは同一個体とするにたりる確証がない

ため，それぞれを上徳志別第3標本・第4標本と

して報告した（木村・秋山・熊野, 1978) 。しか

し，その時点では，他の1個の第5標本の所在は

不明であった。

以上の標本とは別に， 1977年，第二徳志別トン

ネルより北方約600mの徳志別川の河床で,デスモス

チルスの完全骨格が発見された。同時に， これと

は別個体の臼歯の2咬柱も発見された（山口， 19

78)。これらの標本については， さきの第二徳志

別トンネル内の標本と区別するために，歌登第1

標本，第2標本と呼ぶことを発見者によって提案

されている。

このような相つぐ歌登町での発掘のなかで，歌

登町役場の小栗宏氏の努力によって，上徳志別第

5標本の所在が明らかとなった。所有者は，歌登

町の桜井哲雄氏である。同氏によると，この標本

は上徳志別第3．4標本と同一地点で同時に発見さ

れた臼歯のうち，バラバラになった1咬柱にあた

るという。他の咬柱の所在については，現在もな

お不明であるため， とりあえずこの第5標本の1

咬柱について報告する。

本標本の保存状態は良好である。エナメル質咬

合面上に同心円上に発達する並行条（レッチウス

の線上）がよく観察される。

咬合面から見た断面形は，ほぼ方形をなすこと

から，下顎臼歯に，また咬柱の近心側面と遠心側

面は隣接していた咬柱との接合面であることから第

2列の咬柱と考えられる。咬合面の磨粍の状態は，

側面に向かってより咬粍が進んでおり，頬側の咬

柱であることを示す。頬側面から見ると，近心側

手前から遠心側の舌側咬柱と接する面に向かって

浅く溝状に咬粍が進んでいる。この特徴は，上徳

志別第1標本の左下顎臼歯に認められる。以上の

事実から， この咬柱は，左下顎大臼歯の第2列頬

側咬柱と結論できる。

歯根は失なわれているが，歯冠高は347mmでや

や高く，近遠心幅は24.5mで大きい（表1) 。エ

ナメル質の厚さは， 6．5～8.0mと厚く，咬合面

に露出する小円形の象牙質の直径は，5．4×6．6m

と大きい。

本標本と同時に発見された上徳志別第4標本

（木村ほか， 1978）は,D.mirabilisとされてい

る。本標本も大型であることから,D.mirabilis

に同定でき，第4標本と同一個体の臼歯である可

能性がある。

歌登町での標本は，上徳志別標本，歌登標本と

数多く発見されている。さらに北海道内の他地域

でも，新たなDesmostylusの発見がなされている

Kimura,M:Additionalmolarspecimenof

DesmosthlusfromKamitokushibetsu, Utano-

bori-choHokkaidowithasummaryofDes-

mostylus inHokkaido.

＊北海道教育大学札幌分校

ので，それらを整理し，付表として報告する。付

表に記した標本のほかに，図1の24．25と同地点
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写真説明： 1近心側面， 2頬側面， 3遠心側面， 4咬合面

使用させていただいた。

北海道大学松井愈氏，地質調査所北海道支所石

田正夫氏。山口昇一氏，北海道立地下資源調査所

三谷勝利氏。高橋功二氏，北海道工業大学土居繁

雄氏，元横浜国立大学名誉教授故鹿間時夫氏，東

北大学大友昭平氏，北海道教育大学釧路分校岡崎

由夫氏，同大学岩見沢分校秋葉力氏．北九州市自

然史博物館準備室岡崎美彦氏，明治コンサルタン

ト藤井宏惇氏，以上の方々には資料の収集と産出

脳準の時代論についてご教授ご協力いただいた。

亀井節夫会員，犬塚則久会員には，本表をまと

めるにあたって， しばしばご助言いただいた。秋

山雅彦会員には，資料の収集と標本の比較検討の

ために便宜を受け，本報文を読んでいただき，ご

助言いただいた。化石の写真は，北海道教育大学

教育工学センター高久宏一氏にお願いした。

以上の方々および関係機関に心より犀くお礼申

しあげる。

および26地点で，臼歯と下顎骨などが発見された

旨新聞等で報道されているが，未公表であるため

加えていない｡

表2の中の化石包含層の地質時代については，

棚井敏雄（1977） 「北海道の新第三紀堆積盆の特
徴。新第三紀総研，研究連絡誌N0.3」に依拠した。

謝辞

本標本の研究に心よく協力してくださった桜井

哲雄氏，研究の機会を与えてくださった小栗宏氏

にお礼を申しあげる。

付表の作成にあたって，北海道大学・北海道開

拓記念館・北海道立地下資源調査所所蔵の標本を

北海道産デスモスチルスに関する文献目録
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図l 北海迩内のDesmostylus発見地点位置図

(数字は一覧表の標本番号と一致する）
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表1 DesmoStylus下顎臼歯第2列頬側咬柱の計測値の比較（単位mm)

知茶布標本＊

D.japonicusD

本
上
第
必

◇
１
，
，
ｍ

本
別
本
熔

標
癖
癖
岬

，“ 気屯標本

D.mirabilisD.

初音標本

).mirabilisD

上徳志別

第1標本
D.japonicus

M】M2 IM IM

第2列頬側咬柱

最大近遠心幅

245 18.6 20．8 16.8 18．4

最大歯冠高 347 1 8.0 5 27．4
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付表 1980． 4． 30現在

（番号は．第1図：化石発見地点， と共通）
＜北海道産デスモスチルス化石一覧表＞

発見者名
文献

発見年月

標本所在

標本番号難鶴獣駕|"'状態番
号

火

地
域

時代 化 石地 隅発 見 地標本名

一一

17）

20）

4"696"N
今金
I7i606b6"E

中新iM

中期

，．

臼』歯

ニセィベッ

角礫凝灰岩j側
（311継続）

瀬棚郡今金町

ﾒｯブﾏﾝがﾝ鉱山
メ ップ1

ｊ
ｊ

２
７

１
１

北海道大学
地鉱

恥7429

中新世

中期

Dj. or D.m

臼歯2咬柱

小川角礫凝
灰岩肘
（訓謎統）

瀬棚郡瀬棚町存負越

南方マンガン鉱山

瀕棚2 ノイコシ

道 ■ ぜ

梅沢喜蔵 17）北海道大学
地鉱

4"29'Og¥N
金
i4d,12'24"E

中新世

中期 臼D 鋼2咬柱

マンガン

鉱床中

瀬棚郡今金町ピリカ

マンガン鉱山元山坑

瀬棚郡北桧山町

石淵鉱山(?）

八窯腫蕊底今3 ピリ 力

南 ｊ
ｊ

９
６１

422364fN
瀬棚
13ず52'lZ･E

D.

臼j歯

中新世

中期

馬場川脳

（311継続）
4 トシベッ

蛎京教育大学
地鉱
TUE.G－30430

S， ナガオ 17）42･28f5jrN

久鳶9.53'3“

．
』
Ｍ

（
Ｕ
３
－

中新世

中期

瀬棚郡北桧山町

若松マンガン鉱山

誠一棚郡北桧山町字小jIl

徳翁鉱山

マンガン

鉱床中

地
八雲脳凝底5 若 松

1

房
1

北海道開拓記
念館

44610

4毬193ざN
久遠
i39.53'1gvE

中新世

中期 D臼 歯1咬柱

マンガン

鉱床中
八雲届慕底域 6 徳 翁

1937（昭12)．5

土居繁雄

1959 （昭34）

ｊ
ｊ

６
９１

北海道地下資
源調壷所

177

4222'11"N
瀬棚
13r47'1 1"E

中新世

中期

ｕ
抑
釧

、
４
３

瀬棚郡北桧山町字小川

初音マンガン鉱山

マンガン

鉱床中

咬柱
咬柱

八雲剛基底7 初
土
日

梅沢喜蔵4”6′
今金

14『13’

北海道大学
地鉱

D･

臼歯2咬柱

Ｎ
Ｅ

瀬棚郡今金町花石

花石鉱山
8 花 石

１
Ｊ
、
Ｉ
ノ
、
■
ノ

ー
３
７

１
１
１

北海道大学
地鉱
UHR7430

H，KiMuRa

l936〈昭11).10

42j48'OS'N
浦娩
i4g.44@g'E

。
Ｑ
■
牙
一
勺
、
》

、
Ｍ

Ｆ
Ｌ
ｒ

Ｃ
Ｏ

↑
Ｍ

ｎ
〕
３
－

中新世
後期

又は漸新世

厚内臓群また

は音別価群

’1-勝部揃幌町上厚内

オコッペ沢

転石Q
画 十 勝

(オコッペ沢）

工藤伊佐雄

1936（昭38).10

43.07′
本別

14ず38ノ

工藤伊佐雄
(音更町・発見者）

鮮新世

前期

D、 ml

ML or "

螺湾礫屈

砂岩刷

Ｎ
Ｅ

中川郡本別町本別沢

クンタルシプイ沢

4）転石1(） 本 別

道
東
地
域

木村定吉

1965 （昭40）

4249'50｡N

常室
14r44もぴE

浦幌町郷土
博物蛇

中新世
後期or
漸新世

厚内ﾉ働群戒別

層or縫別価

ｑ
’
１
ざ

・
Ｍ

Ｄ
Ｉ
々

|-勝郡浦幌町上厚内
3）転 石上厚内11

八谷政治郎

1969 (昭44）

北原甲子生

1977 (昭52）

4r08' N

阿間405' E
4304乞ぴN

本fIM535I5rE

北海適毅育大
学訓路分校

中新世

後期

，． h電． j

LM

離内炳群

知茶布雌

阿寒郡阿寒町布伏内

知茶布

14）転 石12 知茶布

浦幌町郷士
博物館

D・

lMjの3咬柱

川k臓群
or

音別1W群

中新iI沖期
or

漸新11雄"I

+-勝郡浦蝿町合流
5）転石13 合 流



鰻綴|文”
標本所在

纐本悉号

5〃分の1地形蝿

発見地点位侭

率
伽
巨
宕

地
域

末

時代 化 'fi賑出状態 地 刷標本名 発 見 地

－弄戸 ■一 －－

葡朋郡小平町オピラシベ
ッ川下把念別沢左岸

ｊ
ｊ

９
０
７

１
１

＃〔北大学地鉱

IG鴎 57239

漸新1t末 Ｊ、
帥

達布肘
地j鯆内達 ，布14 オビラシベツ

4ゴ56'04"N

哩比¥‘1趣56'4“
北海迫大'怯
地鉱
UHR 18469

剛川 雌

1953（昭28)．3

、
ｌ
ｒ
、
Ｉ
〃

、
一
〆
》
両
″
’１

巾新1M

【ll lll

幌新砂符牒

粉 1側

D. j,
'二瀬大臼歯4咬桃
ド瓢大El鯛3唆村

|洞迩郡沼111町洩野古河

雨危炭鉱

地榊内l5 雨
迄
地

,北海道大学

UHRI8468(模皿）

17）中新世

中期

，． 』．

3MorM3

#r丹別陥天塩部遠別町
道別川l二流 溌石16 初山別猿 別

道 44，21'14'N

"W'f57'28WE

伽111 占信

1969（剛44)．8

8）中新世

伽〃I

剛田 吉侭

(4:l幌町・発兇者）

簗別剛（?） ，．m】

M些皇

苫前郡羽幌町

三E別川’2旅

厭石17 羽 幌

4519'16"N

鬼'"1''4#02"22"E
北海近火'紫
地触

17）｢I#Wr ll1

荊川

弘志別刷底部の

数m上位

，．

k顎臼鯛

宗谷祁猟別町14忠別

小石の北滕l11炭鉱

化 地肪内18 鬼志別

43f47'3rN

創辺翁j44'30"E
､化兇iii郷化

博物館

加藤 藤剣

1962（昭37）

１
１

７
１

１
２

中新世

後期

棚ノ内陥 Dm1．

MEorM3

北 兇

（淵ノ内）

北児I1i相ノ内
同 I19

地

ｰ

‐

鱗瀞一野

4'42'54"N

乙忠ｬ142･36'll,E
､化海通大学
地鉱

19703

己

ｑ

■

Ｊ

■

●

■

Ｔ

６

“
Ⅱ
Ⅱ
！
■
０
９
りり

新
ｊ
ｊ
後

ｌＬ I ）

Ｍ
Ｐ

部
普
遍

一
鷲
一

顎
Ｍ
釧

下
邪
洲

‐
‐
”
毎
号
吟

■
一
■
、
』
宇
百
Ｄ

Ｄ
Ｍ
Ｍ

クチカラウシナ

イj例

上徳志別

I

枝幸祁歌銑町上徳‘産別

粥二トンネル

I司 I2(）

城
.化海噛火‘‘緋
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